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あらゆる人々の健康生活を
保障する社会をめざして

　少子高齢化による社会構造変化にとも
ない、我が国では子ども、妊娠育児期の
女性、労働者、障害者、高齢者などにお
ける心身の健康問題が増大し、ケアを必
要とする人々が増えています。これらの
健康問題はいずれも、生物学的要因のみ
ならずストレスや社会経済環境といった
心理社会的要因の影響を受けるため、医
療による治療や予防に加えて、人々の認
知・行動や政策・サポートシステムを改
善する心理社会的アプローチが必要で
す。このリサーチユニットでは、健康社会学・健康体力学・公衆衛生学・精神保健学・社会福祉学・
口腔保健学など、保健医療福祉を包括する学際領域の協同により、子どもから高齢者までさま
ざまな立場の人の心身の健康問題とそのケアに関わる心理社会的要因について実証解明し、地

域・学校・職域でのヘルスプロモーション施策を検討しています（図１）。

  

　健康を支援するアプローチには、複眼
的視点が重要です。たとえば個人要因 ⇔ 
環境要因、ヘルスセクター（保健関連組
織）の支援 ⇔ ノンヘルスセクター（保健
に関連しない組織）の支援、疾病生成要
因（病気のリスクファクターなど） ⇔ 健
康生成要因（ストレス対処力など）、ネガ
ティブ指標（病気や障害） ⇔ ポジティブ
指標（満足感や幸福感）などです。それぞ
れの視点からの研究を融合して効果的ア
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プローチを検討し、個人さらに組織の健康・パフォーマンスの向上をめざします（図 2）。

  ケアする人達のストレスにも注目

　高齢者や障害者の生活の質（QOL）維持のための適切なサービスを提供するケアワーカー不足
が深刻化しています。一方でケアワー
カーのストレスや健康問題が指摘され
ており、人材確保の上ではまず健康な
労働生活の保障が不可欠です。これま
で、ケアワーカーの健康に関する研究
は高齢者介護施設で多く行われていま
すが、障害者支援施設では十分行われ
ていません。そこで私たちは障害者ケ
アワーカーのメンタルヘルスと心理社
会的要因について実証検討し、ケアす
る人・される人、両者のヘルスプロモー
ションをすすめています（図３）。

● 講演「健康職場を推進するための要因とフレームワーク」、株式会社クオレ・シー・キュー
    ブ。労働者のメンタルヘルスに関する研究成果を企業現場へ発信。
● 筑波大学重点公開講座「子どもの健康生活スキルアッ

プ」、筑波大学東京キャンパス文京校舎。子どものむ
し歯と偏食の予防に関する研究成果を、地域・学校で
健康教育を実践する歯科衛生士や保健師、養護教諭な
どに還元（写真 1）。
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図 1：学際研究によるパブリックヘルスプロモーション

健康を支援するアプローチ

図 2：健康を支援するアプローチ

図 3：障害者ケアワーカーの健康支援
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